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市 の 人 口 

53,067人 

男 	25,662人 

女 	27,405人 

世 帯 数 	14,621 

（昭和57年 7月1日現在）住民基本台帳から 

『広げよう愛の輪』 
親と子のレクリェーション大会 

広げよう愛の輪」と 8月1日、第5回手をつなぐ親

と fのレクリエーション大会が、市内金山青松園で盛大

に開催されました。 

この日は、晴天にめぐまれ約200人の親子が、レクリエ 

ーション大会を楽しんでいました。 

主催は市社会福祉協議会、市手をつなごう親の会で、 

ライオンズクラブ、BBS会が協賛して精薄施設である  

森田学園、大東ケ丘サントピア、弥生学園、拓光園、そ

れに市内の在宅精薄児童が参加して行われたものです。 

色々な趣向をこらした競技に、．グラウンドいっぱいに

走りまわりながら汗を流したり、声援をおくっている姿

があちこちにみられました。 

照りつける陽ざしの中、グラウンドのすみのアイスク

リームやそばの無料コーナに人気が集まっていました。 
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和肥永場が完成 

・

鼻
●

【
 

市
が
昨
年
一
月
か
ら
総
工
費

十
七
億
七
千
万
円
を
か
け
原
子

字
山
元
に
建
設
し
て
い
た
七
和

配
水
場
（
上
水
道
）
が
完
成
し
、
 

七
月
二
十
六
日
寺
田
市
長
ら
関

係
者
六
十
人
が
出
席
し
て
通
水
 

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

同
配
水
場
の
完
成
に
よ
り
市

内
の
給
水
能
力
が

一
段
と
ア
ッ

プ
、
元
町
浄
水
場
、
飯
詰
ダ
ム

と
合
わ
せ

一
日
当
た
り
の
給
水

能
力
が
約
一
万
六
千
立
方
1
1と
 

ロ
と
き
 
八
月
二

十
一
日
 

（
土）
午
後
一
時
ー
五
時
 

ロ
と
こ
ろ
 
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
 

ー
ト
五
所
川
原
 

ロ
参
加
料
 
無
料
 
 

な
り
ま
す
。
 

配
水
場
は
七
千
平
方
H
の
敷

地
に
、
深
さ
二
百
五
十
H
の
井

戸
三
本
を
掘
削
、
滅
菌
装
置
、
 

管
理
棟
、
そ
れ
に
三
千
立
方
屑

の
貯
水
槽
一
基
を
建
設
し
た
も
 

の
で
す
。
地
下
水
を
揚
水
ポ
ン

プ
で
く
み
あ
げ
一
日
三
千
八
百

立
方
M
の
給
水
を
行
う
が
、
機

器
の
操
作
は
元
町
浄
水
場
で
集

中
管
理
す
る
こ
と
に
な

つ
て
い

ま
す
。
 

ロ
演
題
及
び
講
師
 

「地
域
経
済
に
お
け
る
農
業

の
役
割
」
（
財
）
青
森地
域
社
会

研
究
所
主
任
研
究
員
 
笹
森
正

氏
 

「企
業
側
か
ら
見
た
農
産
加

工
」
（
株
）
かね
さ
味
噌
食
品
課

長
 
前
田
徳
海
氏
 

「最
新
の
農
業
技
術
」
（
株
）
 

バ
イ
オ
シ
ス
テ
ム
イ
ン
タ
ー
ナ
 

、
ン
ョナ
ル
代
表
取
締
役
 
松
宮

弘
幸
氏
 

ロ
主
催
 
五
所
川
原
市
農
業

青
年
会
議
、
五
所
川
原
青
年
会

議
所
、
五
所
川
原
市
 

隣
り
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
 

ま
た
、
浅
瀬
石
川
ダ
ム
が
完

成
す
る
と
同
配
水
場
に
通
水
、
 

六
十
一
年
か
ら
ダ
ム
の
水
を
給

水
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

通
水
式
は
午
後
二
時
か
ら
建

設
現
場
で
行
わ
れ
、
寺
田
市
長
 

が
 
「将
来
の
水
不
足
を
見
越
し

て
建
設
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
節
水
に
つ
と
め
て
ほ

し
い
」
 
と式
辞
を
述
べ
、
土
地

提
供
、
工
事
関
係
者
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

う
え
、
多
数
お
い
で
下
さ
い
。
 

善
意
銀
行
預
託
者
 

小
山
田
鳳
隆

（
末広
町
）
、幾

朗
会

（
幾
島
町）
、工
藤
盛
衛
（
若

葉
三
丁
目
）
、佐
々
木
さ
よ

（
松

島
町
）
、仲
よ
き
会
（
代
表
伊
藤

ョ
キ
、
松
島
町
）
、松
鶴
会

（
代

表
山
形
四
郎
、
松
島
町
）
、中
三
 

（
株
）
会社

（
本
町）
、一
ニ
越健
康

社

（
石
塚て
つ
お
、
み
ど
り
町
）
、
 

木
村
孝
次
郎

（
田
町）
、小
笠
原

答

（
田川
）
、愛
成
会
（
代
表
中

村
昭
治
、
敷
島
町
）
 

（
敬
称略
）
 

(525号） ② 

将
来
は
浅
瀬
石
川
ダ
ム
か
ら
通
水
 

「公
開
講
演
会
」
 

最
新
の
農
業
技
術
ほ

か
 

ニ
等
陸
・
海
売
工
士
 

自
衛
官
募
集
案
内
 

ロ
募
集
人
員
 
陸

・
海
・
空

約
二
万
二
千
人
 

ロ
資
格
 
十
八
歳
以
上
二
十

五
歳
未
満
者
 

ロ
受
付
期
間
 
年
間
を
通
じ

て
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
 

ロ
試
験
期
日
 
受
付
時
に
指

定
し
ま
す
。（
五
十八
年
三
月
高

卒
予
定
者
は
十
月
一
日
以
降
）
 

ロ
合
格
発
表
 
試
験
後
お
お

む
ね
ー
カ
月
 

ロ
入

（
校）
隊
 
採
用
予
定

通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

ロ
待
過
・
そ
の
他
 
陸
上
は

二
年

（
技
術
三
年）
 

海
上
・
航
空
は
三
年
を
一
任

期
と
し
て
任
用
さ
れ
曹
・
幹
部

へ
の
道
が
ひ
ら
か
れ
て
い
ま
す
。
 

ロ
お
間
合
わ
せ
 
青
森
地
方

連
絡
部
五
所
川
原
募
集
事
務
所
 

（
。⑩
二
三
〇
五
番
）
 

ー
五
高

音
楽
部
 

J
 

定
期
演
奏

ム
云
 
」
 

ロ
と
き
 
八

月
二
十
八
日
 

（土
）
午
後
六
時
三
十
分
か
ら

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

ホ
ー
ル
 

ロ
入
場
 
無
料
 

(
 

r
 



七
月
二
十
一
日
、

お
よ
そ
四
百

人
の
市
民
が
目
抜
き
通
り
を
パ

レ
ー
ド
し
、
若
者
の
飲
酒

・
暴

走
運
転
の
追
放
を

呼
び
か
け
ま
 

事
故
防
止
対
策
本
部
長
の
寺
田

市
長
が
、
「市
民
一
人

一
人
の
自

覚
で
、
ま
ず
家
庭
か
ら
交
通
事

故
を
追
放
し
よ
う
」
と
あ
い

さ
 

県
警
音
楽
隊
を
先
頭
に
プ

ラ
カ
 

ー
ド
を
掲
げ
お
祭
り
広
場
か
ら

市
内
の
繁
華
街
を

パ
レ
ー
ド
、
 

チ
ラ
シ
を
配
っ
て
依
然
増
加
傾

向
に
あ
る
若
者
の
飲
酒
、
暴
走
 

運
転
に
歯
止
め
を
と
訴
え
ま
し
 

た
。
 

委
員
会
」
を
次
の

日
程
で
開
催

い
た

し
ま
す
。
 

農
家
の
み
な
さ

ん
は
、
お
気
軽
に

お
い
で
下
さ
い
。
 

※
お
も
な
相
談

内
容
 

①
農
地
問

題
一

般
②
農
業
者
年
金

制
度
③
農
地
等
取

得
資
金
か
」
）
農
用
地

利
用
増
進
事
業
（
⑤

農
地
移
動
適
正
あ

っ
せ
ん
事
業
（⑥
水

田
利
用
再
編
対
策

事
業
等
に

つ
い
て

※
助
言
・
指
導

五
所
川
原
地
区
 

市
農
業
委
員
会

で
は
「
移
動
農
業
 

若
者
の
飲
酒
・
暴
走
運
転
に歯
止
め
を
 

四
百
人
が
パ
レ
ー
ド
 

「
交
通
安
全

は
家

庭
か

ら
」
 
し

た
。
 

夏
の
交
通
安
全

運
動
初
日

の
 
パ
レ

ー
ド

に
先

だ
ち

市
交
通
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月 	日 時 	 間 会 	 場 時 	間 会 	 場 

8 月17日 午前 9時30分から “コミコニテーセンター三好 午後1時から コミュニテーセンター中川 

8月18日 ク 嘉瀬農協毘沙門支所 ク 飯詰 

8月19日 ク 市役所 	梅沢支所 ク 栄 

8月20日 ク コミコ，ニテ一センター長橋 ク 七和 

8月23日 ク 松島 ク 産経会館 4 階会議室 

つ
、
小
山
内
警
察
署
長
が
増
え
 

農
業
改
良
普
及
所
、
市
農
林
課
、
 

続
け
る
交
通
事
故
の
現
況
を
報
 
農
業

協
同
組
合
 

、
 

なやみ・心配・困りごとのご相談は 

市民相談室をご利用下さい 

市庁舎玄関から 2 階にのばって左側に市民相談室を常時開 

設しています。 

◆交通事故の問題 

◆人権に関する問題 

◆心配ごとの相談 

◆役所の仕事でわからないこと、改めてほしいこと、離 

婚や扶養に関する家庭問題 

などに、次の専門家が当っております。 

●毎週水曜日は社会福祉協議会相談員 2人 

●毎週金曜日は五所川原人権擁護委員 1人 

●毎月第 2 ” 4 水曜日は県交通事故相談所員 1人 

（場所 市民文化会館別館2階） 

なお、行政相談委員（坂本甚作氏、成田栄一氏）は随時相談 

に応じています。 

無料、秘密を守ります。  

行政管理庁では、当市住民の行政に関する苦情等の相談に 

応じ、その解決を手助けするため、次の方を 「行政相談委員」 

に委嘱しております。 

五所川原市大字姥落字桜木 

行政相談委員 坂 本 甚 作 （n⑩3048番） 

五所川原市柳町 8 
行政相談委員 成 田 栄 ー （n@3028番） 

役所の仕事でお悩みの方 

相談は、無料で口頭、電話、手紙のいずれの方法でもよく、 

相談を受けた行政相談委員は、秘密を守り親身にお世話する 

ことになっています。 

相談の内容は、役所の仕事に関することであれば何でもよ

く、例えば、恩給、年金、登記、国税、保険、生活保護、環

境衛生、農地、郵便、道路、交通、公営住宅、河川、公害、 

その他一般許認可、国鉄、電々、専売、公団、公庫、事業団

等のことが対象になります。 

,
 

告
し
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
参
加
者
た
ち
は
、
 



腔快適女生活に 

必要な下水道 

4 

‘磨ゴ 

9',! lou 
令国ト水道促進1 

防
火
管
理
講
習
会
 

消
防
法
施
行
令

第
三
条
第
一

号
の
規
定
に
よ

る
防
火
管

理
に

関
す
る
講
習
会
を

次
の
日
程
で

開
き
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
九

月
七
日
、

八
日

午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時

三
十

分
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
中
里
町

中
央
公

民
館
 

ロ
受
講
料
 
三

千
円
（

テ
キ

ス
ト
代
含
む

）
 

ロ
申
込

み
期
間
 
八

月
十
五

日
か
ら
二
十
日

ま
で
 

ロ
お
間
合
わ

せ
及
び

申
込
み

五
所
川
原
地
区
消
防

本
部
予

防
係
（

廿
⑩
二

〇
一
九
番

・
内

線
二
五
、

二
六
番
）
 

な
お
、

人
員
に

制
限
が

あ
り

ま
す
の
で
、

早
め
に
申
し

込
ん

で
下
さ
い
。
 

（
街

頭
献
血

s
n
案
内

）
 

移
動
採
血
車
「

青

い
鳥
号

」
 

が
、
次
の
日
程
で

街
頭
献

血
を
 

行
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を

お
願
 

い
し
ま
す
。
 

ロ
と
き
・

と
こ
ろ
 

※
八
月
十
九

日
（
木

）
 

午
前
十
時
か

ら
正
午

ま
で
、
 

市
内
字
金
山
青
山
荘
前
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第22回全国下水道促進デー 

既蕪奮 tJ4蛾暴 うづなハどう下水道 

    

・特選（各1点） 小学生の部：建設大臣賞と副賞 ・特選（各1点） 小学生の部：建設大臣賞と副賞

中学生の部：建設大臣賞と副賞 

・入選（各 3点） 	おのおの副賞 

〈応募要件〉 

・小・中学生に限る。 

B 4 -A 2判以内、ポスターには 「9月10日全国下水道

促進デー」 の文字を入れること。 

レ標語 

・特選（1点） 厚生大臣賞と副賞 

・準特選（1点） 日本水道新聞社賞と副賞 

・入選（ 3点） 	おのおの副賞 

〈応募要件〉 

・ハガキ 1枚につき 2編以内（何枚でも可）。但し、小・中

学生については、事業体、学校等でまとめて応募のこと。 

レ作文 

・特選（各I点） 

小学生の部：日本下水道協会会長賞と副賞 

中学生の部】日本下水道協会会長賞と副賞 

・入選（各 3点） 	おのおの副賞 

◇応募要件〉 

・小・中学生に限る。 

・400字詰原稿用紙に縦書で小学生1,000字～1,600字、中 

学生1,600字～2,000字のこと。 

レ写真 

特選1点 賞金10万円並びに日本下水道協会会長賞 

準特選 2点 賞金各 5万円並びに建設省下水道部長と日本 

下水道新聞社長賞 

入選 5点 賞金各 2万円 

佳作5点 賞金各1万円 

〈応募要件〉 

・官・民を間いませんが、個人の応募とします。  

送り先 

〒 102 東京都千代田区九段南 4一8-9 
1ft03 (264) 6721 	日本水道新聞社出版 

企画部・下水道促進デー係 

〒 102 東京都千代田区紀尾井町 3番6号 

（秀和糸己尾井町パークビル）皿 03(263)4691 
社団法人 日本下水道協会・総務部総務課 

〔締切り〕写真以外は昭和57年10月20日 

写真のみ昭和57年10月10日 

築いてます。地下から街を 
下水道は、都市の基幹施設の中でも人びとの最も大

切な公共の財産です。市では昭和49年から事業に着手

し、いよいよ昭和59年から一部区域の供用が開始され

ることになりました。 

今年度は岩木町、柳町、敷島町、旭町、上平井町、 

東町、新宮町、末広町、柏原町で管きよの築造工事を

行ないます。 

下水道工事にあたりましては、できるだけ周囲の環

境を悪化しないよう努力していますが、工事期間中は

なにかとご迷惑をかけると思います。 

お近くで下水道工事が行われる場合は ご理解、ご

協力をお願いいたします。 

「下水道促進デー」 は、家庭の下水、工場の排水、雨水な

どを排除し、また科学的に処理して水質公害のない快適な都

市生活環境を約束する。下水道について、国‘地方公共団体 

（都道府県・市町村）、地域の人たちが一体となって考え、そ

の画期的な整備・促進を図ろうとするこ市民運動，の日です。 

この 「全国下水道促進デー」 は、毎年 9月10日、建設省・

厚生省が主唱し、地方公共団体が主体的に行なう全国的な行

事で、今年は22回目です。 

懸 賞 募 集 

こうした 「全国下水道促進デー」 の趣旨にそった図画・ポ

スター・標語・作文・写真の懸賞募集を行ないますので奮っ

て応募して下さい。 

レ図画‘ポスター 

r9月10日全国下水道 
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受講者募集のご案内 

『
 

市
で
は
、
公
共
下
水
道
の
管

き
ょ
工
事
を
実
施
し

て
い
ま
す

が
、
今
回
次
の
個
所
で

も
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

ロ
エ
事
期
間
 
①
八

月
九
日

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
 

み
ん
な
の
健
康
教

室
 

「白
血
病
」
に
 

医
師
‘
（ム
と
家
庭
を
結
ぶ
 
「み

ん
な
の
健
康
教
室
」
 
が次
の
日

程
で
開
か
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

お
い
で
下
さ
い
。
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
白
血
病
」
 

つ
い
て
 

近
世
古
文
圭
目
 

F
解
読
講
習
会

L
 

ロ
と
き
 
八

月
二
十
九

日
 

（日
）
午
前
九
時
か

ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
立

図
書
館
 

②
八
月
十
七
日
か

ら
十
二
月

十
日
ま
で
 

③
八
月
十
七
日
か

ら
十
月
三

十

一
日
ま
で
 

こ
の
間
、
片
側
通
行
及
び

一

部
通
行
止
め
と
な
る
個
所
も
あ
 

管
き
ょ

工
事

に
ご

協
力
を
 

雄
三
、
豊
島
勝
蔵
 

ロ
お
申
し
込
み
先
 

市
教
育
委
員
会

・
社
会
教
育

課

（⑩
二
一

二

番

・
内
線
一
一

五
〇
番
）
 

ロ
受
講
料
 
テ
キ
ス
ト
代
と
 

し
て
五
百
円
 

ロ
講
師
 
貝
森
格
正
、
福
井
 

り
、
車
の
通
行
や
商
店
、
歩
行

者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
不
便

を
か
け
ま
す
が
、
公
共
事
業
を

ご
理
解
い
た
だ
き
事
故
防
止
等

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

午
後
一
時
三
十
分

か
ら
四
時
ま
で
、
布

屋
町
西
北
病
院
前

※
八
月
三
十
日
 

（月
）
 

午
前
十
時
か
ら
正

午
ま
で
、
末
広
町
五

所
川
原
保
健
所
前

午
後
一
時
三
十
分

が
ら
四
時
ま
で
、
市

内
栄
町
県
合
同
庁
舎

前
 あ

な
た
も
 

献
血
手
帳
を
 

⑤ 昭和57年（1982年） 8月15日 広報ごしょがわら 『
万
 

!
b
 

2
 

に
J
 

市勤労青少年ホームでは、働く若人の仲間と楽しく話し

合い、余暇に文化・教養・スポーツ・レクリェーション等

の活動などホーム利用者相互の交流を図っております。 

受講資格①市内に住所、または勤務先を有する勤労青少

年。②満15歳以上～30歳までの方。③以前に受講された方

でも結構です。 

・受講料 無料（ただし、材料費は本人負担） 

・申込み先 勤労青少年ホーム（廿＠3 6 0 2 番） 

・締切 り 8 月31日 

・受講時間 午後6時30分から午後8時30分まで。 

募 集 内 容 

毎週 教室名 人 員 回 数 サ一クル‘クラブ 什ブ体育館利用日 

口
り
  

I 芸 15 人 10 回 吹 奏 楽 

硬式テニス 

軟式テニス 

バドミントン 

き 
道
芸
画
理

茶
陶

絵
料
  

10 

10 

5 

人 

人 

人 

10 

10 

10 

回 

回 

回 

紅葉会（茶） 

少林寺拳法 

山 の 会 

15 人 10 回 

水 
煎 茶 10 人 10 回 、

ノ
 

窯
 
ス
師
 

ダ

泥
 

バドミントン 

卓 	球 

熱
響
 

付
 
花
 
げ

着
 
生
 
け
 
 

10 人 10 回 

10 

15 

人 

人 

10 

10 

回 

回 

金
  

、
ノ
 九与
 

ダま
 
ス
ぐ
 

ノぐドミントン 

卓 	球 

開講式9月I日午後 6時30分 

※今回新しく〔レタリング教室〕を開講することになりました。 
誰でも早く美しく書ける、すぐに役にたつレタリング教室へ 
どうぞ。 

追加：卓球教室 9月11日（水）・ 18日休）(2回） 
無料 資格同上、スポーツできる服装 

場所：体育館 6 : 30- 8 : 30まてる 

に
つ
い
て
で
す
。
 

ロ
と
き
 

八
月
二
十
七
日
 

（
金
）
午
後
一
時

か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 

産
経
会
館
四
階

ホ
ー
ル
 

ロ
主
催
 

北
五
医
師
会
、
 

五
所
川
原
市
民
保

健
協
議
会
 

※
な
お
、
年
間

を
と
お
し
て
聴
講

さ
れ
た
方
に
は
、
 

修
了
証
と
記
念
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。
 



「障
害
を
越
え
、

友
情
の
輪

を
」
 

障
害
を
乗
り
越
え
、
 

輪
を
広
げ
よ
う
と
、
七
月
二
十
 

五
日
、
第
五
十

六
回
市
身
体
障

害
者
体
育
大
会

が
市
民
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
 

市
身
体
障
害
者

福
祉
会

（
松本

一
男
会
長
）
の

主
催
で
、
体
に

障
害
を
持
つ
人

達
に
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
、
交

流
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。
 

午
前
九
時
三
 

十
分
の
開
会
式
に

は
、
市
内
十

支
部
か
ら
約
二
百
人
の
身
障

者
 

広報こしょがわら 

友 
情 
の 

9 月20日へ 26日 動物愛護週問 

ら最後まで・・・ 

昭和57年（1982年） 8月15日 

ル就
業
構
造
基
本
調
査
に
ご

協
力
を
）
 

総
理
府
統
計

局
で
は
、
十
月

一
日
を
中
心
と
し
て
、
就
業
構

造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
 
 

お
願
い
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
皆
さ
ん
の
ふ

だ
ん
の
就
業
‘
不
就
業
の
状
態

な
ど
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
も

の
で
、
ふ
だ
ん
仕
事
を
し

て
い

る
方
に
は
、
そ
の
仕
事
に

つ
い

て
の
事
項
を
お
尋
ね
し
、
ま
た
、
 

ふ
だ
ん
仕
事
を
し
た
い
と
思
う

か
ど
う
か
、
と
い
っ
た
意
識
な

ど
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
る
統

計
は
、
国
や
地
方

の
雇
用
対
策
 
 

を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
の
仕
事
や

生
活
に
か
か
わ
る
政
策
を
作
り
、
 

実
行
す
る
の
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。
 

こ
の
調
査
の
た
め
に
、
統
計

的
な
方
法
に
よ
り
、
本
市
の
一

六
地
区
が
選
ば
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
地
区
に
お
住
ま
い
の
世

帯
の
中
か
ら
、
更
に

一
定
の
数

の
お
宅
が
選
ば
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
お
宅
に
は
、
九
月
二
十
四

日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
 
 の

方
々
や
同
僚
、
家
族
、
ボ
ー
フ

ン
テ
ィ
ア
の
人
達
が
集
ま
り
、
 

前
年
度
優
勝
の
五
所
川
原
支
部

か
ら
優
勝
旗
返
還
の
あ
と
、

高

橋
清
徳
助
役
と
松
交

本
長
が
「明
一

る
い
希
望
を
持
っ
て
み
ん
な
で

頑
張
ろ
う
」
 
と
あ
い
さつ
を
し

ま
し
た
。
 

競
技
は
車
イ
ス
競
争
、
ピ
ン

ポ
ン
玉
は
こ
び
、

フ
ー
セ
ン
割

り
、
玉
入
れ
競
技
等
、
工
夫
を

凝
ら
し
た
種
目
が
多
く
、
盛
ん

な
応
援
を
受
け
な
が
ら
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。
 

競
技
の
合
間
に
、
会
場
の
あ

ち
こ
ち
で
楽
し
そ
う
に
語
り
合

っ
て
い
る
参
加
者
の
交
歓
風
景

も
み
ら
れ
ま
し
た
。
 

に
調
査
員
が
調
査
票
の
配
布
に

伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
調
査
員
は
知
事
に
よ

り
任
命
さ
れ

て
お
り
、
調
査
票

に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容

を
ほ
か
に
漏
ら
す
こ
と
は
、
法

律
に
よ
り
固

く
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
調
査
票
は
、
皆

さ
ん

一
人
一
人
の
デ
ー
タ
と
し

て
で
は
な
く
、
大
勢
の
人
の
も

と
合
わ
せ
て
集
計
し
、
統
計
に

ま
と
め
た
上
で

の
み
利
用
さ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
個
人
や

世
帯
の
秘
密
は
完
全
に
守
ら
れ
 

ソ
ビ
エ
ト
墓

参
団
に
西
北
五

か
ら
一
人
参
加

し
た
市
内
鶴
ケ

岡
の
小
笠
原
久

雄
さ
ん
（
六
二
）
 

が
七
月
二
十
四

日
、
八
日
間
の

滞
在
を
終
え
て

帰
団
、
寺
田
市

長
に
帰
団
の
あ

い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。
 

戦
後
シ
ベ
リ

ア
に
抑
留
さ
れ
、
 

寒
さ
や
飢
え
で

死
ん
だ
旧
軍
人

の
霊
を
慰
め
よ

う
と
、
全
国
シ
 

ベ
リ
ァ
抑
留
協
会
が
墓
参
団
を

募
っ
た
も
の
で
す
。
 

小
笠
原
さ
ん
は
一
行
と
と
も

に
新
潟
空
港
を
発
ち
、

ハ
バ
ロ

フ
ス
ク
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
、
ブ

ラ
ー
ツ
ク
等
の
日
本
人
墓
地
を

訪
れ
供
養
品
を
た
む
け
て
き
ま

し
た
。
 

ま
す
の
で
、
調
査
票
に
は
あ
り

の
ま
ま
を
記
入
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
に

つ
い
て
の
お
問

い
合
せ
は
、
市
総
務
課
企
画
室
 

（
電
話⑩
二

一
一
一
番
 
内
線

三

一
八
ー
三
一
九
番
）
へ
お
願

い
し
ま
す
。
 

小
笠
原
さ
ん
は
「
三
十
四
年

ぶ
り
に
現
地
を
訪
れ
た
が
、
日

本
人
墓
地
は
て
い
ね
い
に
管
理

さ
れ
て
い
た
。
飛
行
機
か
ら
降

り
る
と
六
台
の
バ
ス
が
待
っ
て

い
て
く
れ
、
パ
ト
カ
ー
が
先
導

し
て
墓
地
ま
で
案
内
し
、
皆
ん

な
で
国
賓
な
み
の
歓
迎
だ
と
喜

ん
だ
。
 イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
バ
ザ
 

ー
ル

（
青空
市
）
で
は
市
民
が

気
軽
に
話
し
か
け
て
き
、
人
情

は
昔
と
変
ら
な
い
と
思
っ
た
」
 

と
語
っ
て
い
ま
す
。
 

小
笠
原
さ
ん
は
、

ハ
バ
ロ
フ

ス
ク
の
墓
地
の
土
と
バ
イ
カ
ル

湖
の
石
を
持
ち
帰
っ
た
の
で
、
 

現
地
の
事
情
を
聴
き
た
い
方
と

あ
わ
せ
て
連
絡
下
さ
い
と
話
し

て
い
ま
す
。
 

ロ
連
絡
先
 
市
内
鶴
ケ
岡
字

福
井
六
七
ー

一
、
小
笠
原
久
雄

さ
ん

（
。⑩
二
〇

四
九
番
）
 

‘旨承リ 

10月I日 

就業構造基本調査 

「墓はていねいに管理されています」 

小笠原さん、ソビエト墓参から帰る 



十
月
 
七

日
 

十
月
 
五

日
 

九
月
十
六

日
 

九
月
十
三
日
 

月
 
日
 

南
小
学
区
、
松
島
地
区
 

み
ど
り
町
、
七
和
、

長
橋
、
中
川
、

梅
田
地
区
 

三
好
、
栄
、
毘
沙
門
地
区
、
松
島
団
地
 

五
小
学
区
、
小
曲
地
区
、
若
葉
地
区
、
飯
詰
地
区
 

地
 

区
 

名
 

ロ
対
象
幼
児
 
昭
和
五
十
四

年
一
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
四

年
六
月
三
十

日
ま
で
生
ま
れ
た

幼
児
 

ロ
持
参
す
る
も
の
 
母
子
健

康
手
帳
 

ロ
受
付
時
間
 
午
後
一
時
か

ら
二
時
ま
で
 

ロ
健
診
場
所
 
旧
中
央
公
民

館
 地

区
別
の
日
程
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

三
歳
児
の
健
康
診
査
 

   

 

飼うな 

 

  

   

   

    

⑦ 昭和57年（1982年） 8 月15日 	 広報ごしょがわら 	 （525号） 

広田団地積立分譲住宅補充のご案内 

ロ積立分譲住宅 

住宅金融公庫融資付住宅を分譲価額から公庫融資を除い

た額（自己負担金）を、一定期間（1年・ 2 年）積立てて

分譲住宅を購入するものです。 

今年度から新しく住宅金融公庫の割増と公庫融資額に、 

青森県が 5 年間1％利子補給する地域特別分譲住宅制度が

できました。 

ロ地域特別分譲住宅制度 

1．住宅にお困りの方で56年度の収入又は所得が次の基準 

以下の方 

0給与所得者56年度収入金額375万円以下 

0それ以外の方で56年度所得金額255万円以下 

2 ．分譲住宅の面積100d 以下のもの 

ロ申込受付期問 12月末迄 

―般分譲再募集のご案内 
青森県住宅供給公社では、昭和58年に広田団地に建設す 

	
ロ受付場所 市都市計画課（廿⑩-21 11、 内線232) 

る分譲住宅の購入者を再募集します。 
	

ロお間合わせ 

ロ申込受付期間 8 月30日～ 9 月22日 
	

青森県住宅供給公社（ft 0177-s- 1625) 
ロ引渡時期 58年6 月頃の予定 

	
市都市計画課（ft⑩-⑩ 21 11、内線232) 

を受けて下さい 
’対象 16歳以上の一般市民 ●料金 無料です。 

レントゲン撮影は、着物を着たままでできます。金具（ネックレ 

ス等）ははずして下さい。 

配布の受診票にご記入のうえ、都合のよい場所で受診して下さい。 

新市内の地区では、血圧測定も行います。 

※なお、くわしいことを知りたい方は保険衛生課へお問い合わせ 

下さい。 （電話⑩2111番・内線270番） 

月 	日 地区名 場 	 所 備 	考 

9 月 6 日 

一 詳― 

馬
前
中
一
石
太
桃
尻
十
 

性
落
村
坪
畑

打
崎
無

川
 

野
 
刀
 

馬
山
小
対
小
山
葛
新

十

性
内
野
馬
野
形
西
谷
川

集
啓
千
静
修
豊
勘
電
集

所
宅
宅
宅
宅
宅
宅
会
所

前
前
前
前

前
前
前
前
前

会
司
造

賢
一
  
郎
亜
商会
 

代
 

太
之
気
 

っJ
0
3
0
3
0
2
5
2
  

"
h
J
り
］
にv
2
5
。
ノ
」
4
・1
4
  

9
0
0
l
l
2
3
4
4
  

●

」
1
1
1
1
1
1
1
  

0
0
0
0
0
0
0
0
0
  

0
0
0
0
0
0
0
0
0
  

9
0
0
l
l
2
3
3
4
  

一
 
一
 

一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 

一
 

 

1
1
1
1
1
1
1
1
  

。
J
 

7
 
 
日
 

月
  

俵 	元 
羽野木沢 
持 子 沢 
原 	子 
原 	子 
前田野目
前田野目
前田野目 
高 	野 

俵 元 集 会 所 前 
コミュニテイセンタ一七和 
三 	上 	商 	店 	前 
コ ミュニテイハウス原子 
阿 部 タ キ 宅 前 
西 	塚 	商 	店 	前 
老人ホ ー ム あ かね荘 
大 	坂 	登 宅 	前 
高 野 文 化 セ ン タ ー 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
  

9
0
0
l
l
l3
3
4
5
  

5
2
5
2
5
l
4
・1
0
  

9
0
0
l
l
2
3
3
4
  

3
0
3
0
3
5
2
5
2
  

0
0
0
0
0
0
0
0
0
  

一
 

一
 
一
 
一
 
一
 

一
 
＼
 

一
 
一
  

1
1
1
1
1
1
1
1
  

1
1
1
1
1
1
1
1
  

9 月 8 日 
代
  

戸
田
田
山

川
畑
田
 

悪
宮
川
金
漆

吹
米
 

コミュニテイセンター松島
渋 谷 六 郎 宅 前
工 藤 甚 一 郎 宅 前
金 山 児 童 館 前
木 村 キ ン コ 宅 前
毛 内 光 春 宅 前
安 田 俊 夫 宅 前 

0
0
0
0
0
0
0
  

3
0
3
0
3
2
5
  

9
0
0
l
l
3
3
  

5
2
5
2
5
4
2
  

9
0
0
・I
・l
3
4
  

0
0
0
0
0
0
0
  

一
 
一
 
一
 
一
 

一
 

一
 
一
  

1
1
1
1
1
1
  

1
1
1
1
1
1
  

9 月 9 日 

成
山
里
山
木
沢

坂
山
岡
 

豊
福
野

神
松
戸
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次
の
表
の
額
以
上
の
所
得
が
 

年
の
八
月
分
か
ら
翌
年
の
七
 

あ
る
と
き
は
、
母
子
ま
た
は
、
 

月
分
ま
で
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

準
母
子
福
祉
年
金
は
、
そ
の
 

年
金
め
は
がか
レ
 

その12の 6 

受
給
権
者
本
人
に
前
年
に
、
 

次
の
表
の
額
を
超
え
る
所
得

が
あ
る
と
き
は
、
老
齢
福
祉

年
金
は
、
そ
の
年
の
八
月
分

か
ら
翌
年
の
七
月
分
ま
で
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

扶
養
親
族
等
の
数
 

昭
和
五
十
六
年
の
所
得
額
 

二
百
十
四
万
八
千
円
 

0 

人 

一
 
人
 

以
 
上
 

扶
養
親
族
等
が
い
る
と
き
は
、
そ
の
一
人

に
つ
き
二
十
九
万
円
を
二
百
十
四
万
八
千
円

に
加
算
し
た
額

（
扶
養
親族
等
の
な
か
に
老

人
扶
養
親
族
が
い
る
と
き
は
、
 一
人
に
つ
き
、
 

さ
ら
に
六
万
円
を
加
算
し
た
額
）
 

年
金
の
支
給
停
止
 

I
 
あ
る
程
度
の
所
得
が
あ
 

る
ン
」
ンA
」
 

①
受
給
権
者
本
人
に
あ
る

程
度
の
所
得
が
あ
る
と
き
 

老
齢
福
祉
年
金

の
受
給

権
者
の
場
合
 

一
一
 
人
 

以
 
上
 

一
 
人
 

〇
 
人
 

咲
養
親
族
等
の
数
 

し
た
額
）
 
 

は
、
 一
人
に
っ
き
、
さ
ら
に
六
万
円
を
加
算

五
十
一
万
八
千
円
に
加
算
し
た
額
（
扶
養
親

族
等
の
な
か
に
老
人
扶
養
親
族
が
い
る
と
き

二
人
目
か
ら
一
人
に
っ
き
ニ
十
九
万
円
を
百
 

扶
養
親
族
等
が
二
人
以
上
い
る
と
き
は
、
 
 

百
五
十
一
万
八
千
円
 

百
十
六
万
八
千
円
 

昭
和
五
十
六
年
の
所
得
額
 

や
兄
弟
姉
妹
で
、
主
に
そ
の

受
給
権
者
を
養
っ
て
い
る
人

に
前
年
に
、
次
の
表
の
額
以

上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
、
 

福
祉
年
金
は
、
そ
の
年
の
八

月
分
か
ら
翌
年
の
七
月
分
ま

で
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

②
配
偶
者
ま
た
は
、
扶
養

義
務
者
に
あ
る
程
度
の
所
得

が
あ
る
と
き
 

ア
 
受
給
権

者
の
配

偶
者
 

（内
縁
を
含
み
ま
す
）
ま
た

は
、
受
給
権
者
の
直
系
血
族
 

（父
母
、
子
、
孫
、
祖
父
母
）
 

以 人

上 

一
 
人
 

〇
 
人
 

扶
養
親
族
等
の
数
 

円
を
加
算
し
た
額
）
 
 

二
人
目
分
ら
一
人に
っ
き
、一
一
十一
万
三
千
円

い
る
と
き
は
、
 一
人
に
っ
き
、
さ
ら
に
六
万
  

（
扶
養
親族
等
の
な
か
に
老
人
扶
養
親
族
が

を
五
百
九
十
八
万
二
千
円
に
加
算
し
た
額

扶
養
親
族
等
が
二
人
以
上
い
る
と
き
は
、
 
 

五
百
九
十
八
万
二
千
円
 

五
百
七
十
三
万
三
千
円
 

昭
和
五
十
六
年
の
所
得
額
 

が
あ
る
と
き
は
、
障
害
福
祉

年
金
は
、
そ
の
年
の
八
月
分

か
ら
翌
年
の
七
月
分
ま
で
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

障
害
福
祉
年
金

の
受
給

権
の
場
合
 

受
給
権
者
本
人

に
前
年
に
、
 

次
の
表
の
額
を
超
え
る
所
得
 

受
給
権
は
あ
っ
て
も
年
金
の
支
給
が
止
め
ら
れ
る
と
き
 

万

一
千
六
百
円

（月
額
千
八

百
円
）
を
そ
の
年
の
八
月
分

か
ら
翌
年
の
七
月
分
ま
で
減

額
さ
れ
ま
す
。
 

母
子
福
祉
年
金
ま
た
は
、
 

準
母
子
福
祉
年
金
の
受
給
権
 

一
 

人
 

以
 
上
 

〇
 

人
 

扶
養
親
族
等
の
数
 

六
万
円
を
加
算
し
た
額
）
 
 

族
が
い
る
と
き
は
、
 一
人
に
っ
き
、
さ
ら
に

き
二
十
九
万
円
を
百
七
＋
八
万
円
に
加
算
し

た
額

（
扶養
親
族
等
の
な
か
に
老
人
扶
養
親

扶
養
親
族
等
が
い
る
と
き
は
、
 一
人
に
っ
 

百
七
十
八
万
円
 

昭
和
五
十
六
年
の
所
得
額
 

者
の
場
合
 

受
給
権
者
本
人
に
前
年
に
、
 

な
お
、
こ
の
額
は
、
母
子
、
 

準
母
子
福
祉
年
金
の
受
給
権

者
の
十
八
歳
以
上
の
子
、
孫

ま
た
は
弟
妹
に

つ
い
て
も
適

用
さ
れ
ま
す
。
 

イ
、
前
記
②
の
ア
に
掲
げ
る

人
に
前
年
に
、
次
の
表
の
額

以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
、
 

老
齢
福
祉
年
金

の
う
ち
、
一
一
 

わ
が
国
の
」比
ム皿

制
度
は
、
国
民
年

金
の
ほ
か
に
、
厚

生
生
ム
皿
、船
員
保

険
、
共
済
組
合
な

ど
全
部
で
八
つ
の

年
金
制
度
が
あ
り
、
 

国
民
は
必
ず
、
ど

れ
か
の
年
金
制
度

に
加
入
し
、
誰
で

も
老
齢
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
年
金

制
度
で
は
、
年
金

を
支
給
す
る
条
件

と
し
て
、
国
民
年
 

金
で
は
二
十
五
年
、
 

国
民
年
金
以
外
の
年
金
制
度
で

は
二
十
年
以
上
の
加
入
期
間
及

び
保
険
料
納
付
済
期
間
を
必
要

と
し
ま
す
。
 

市
と
五
所
川
原
市
民
保
健
協

議
会
で
は
、
次
の
日
程
で
「
移

動
健
康
教
室
」
を
開
き
ま
す
。
 

お
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
八
月
十
九
日
（木
）
 

午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
内
神
山

コ
ミ

ュ
ラ
プ
ィ
セ
ン
タ
ー
長
橋
 

ロ
テ
ー
マ
 
胃
・
十
二
指
腸

潰
蕩
の
予
防
に

つ
い
て
 

会
社
（
厚
生
年
金
）
、役
所
、
 

農
協

（共
済
組
合
）
等
を
途
中

で
や
め
た
方
は
、
厚
生
年
金
、
 

共
済
組
合
等
の
期
間
だ
け
で
は

期
間
不
足
で
年
金
を
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
だ
け
で
な
く
、
せ
っ
か
く
給

料
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
何
年
も

納
め
た
厚
生
年
金

の
保
険
料
も

掛
け
捨
て
に
な
っ
て
、
 一
生
後

悔
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
国
民
年
金
に

加
入

し
ま
す
と
、
厚
生
年
金
、
共
済

組
合
の
期
間
と
通
算
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
期
間
を
珠
数

つ
な
ぎ

に
し
て
二
十
五
年
以
上

（
年
齢

に
よ
っ
て
は
期
間
短
縮
が
あ
り

ま
す
）
あ
れ
ば
老
齢
年
金
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
 

で
き
る
だ
け
早
く
国
民
年
金

に
加
入
し
て
老
後
の
生
活
を
豊

か
に
し
ま
し
ょ
・フ
。
 

ロ
 
講
師
 
田
辺
靖
彦
氏

ロ
と
き
 
九
月
三
日

（
金
）
 

午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
内
鶴
ケ
岡
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
三
好

ロ
テ
ー
マ
 
更
年
期
障
害
を

の
り
こ
え
る
た
め
に
 

ロ
講
師
 
斎
藤
春
雄
氏
 

な
お
、
当
日
は
健
康
相
談
、
 

血
圧
測
定
も
行
い
ま
す
。
 

年金の通算を早くしましよう．ク 
「移
動
健
康
教
室
」
を
開
催
 



一
一
 
人
 

以
 
上
 

一
 
人
 

扶
養
親
族
等
の
数

〇
 
人
 

円
を
加
算
し
た
額
）
 
 

い
る
と
き
は
、
 一
人
に
っ
き
、
さ
ら
に
六
万

円
を
三
百
四
十
九
万
八
千
円
に
加
算
し
た
額
  

（扶
養
親
族
等
の
な
か
に
老
人
扶
養
親
族
が

ニ
人
目
か
ら
一
人
に
っ
き
、
二
十
一
万
三
千

扶
養
親
族
等
が
二
人
以
上
い
る
と
き
は
、
 
 

三
百
四
十
九
万
八
千
円
 

三
百
二
十
四
万
九
千
円
 

昭
和
五
十
六
年
の
所
得
額
 

な
お
、
譲
渡
所
得
等
に

つ

い
て
は
、
租
税
特
別
措
置
法
 

等
に
定
め
ら
れ

て
い
る
特
別

控
除
は
福
祉
年
金
で

は
適
用
 

さ
れ
ま
せ
ん
。
 

且
 
障
害
の
程
度
が
よ
く
な
 

っ
た
と
き
 

皿
 
国
内
に
住
所
が
な
く
な
 

っ
た
と
き
 

W
 

業
務
上
の
災
害
補
償
を
 

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
 

M
 

そ
の
他
 

そ
の
他
、
刑
務
所
等
に
収
 

容
さ
れ
身
柄
拘
東
と
な
っ
て

い
る
と
き
、
第
三
者
の
行
為

に
よ
る
負
傷
や
死
亡
に
よ
っ

て
損
害
賠
償
を
受
け
た
と
き

は
、
福
祉
年
金
は
支
給
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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(525号） 

重度障害者のしあわせのために 
在宅重度障害者福祉手当が支給されます 

※支給対象 

下記の重度の障害者で常時介護を要する在宅障害者に支給する。 
※支給対象者 

1 ，身体障害者 1級～ 2 級の手帳所持者（ 2 級の手帳所持者については、その障害 

の程度が福祉手当の支給要件に該当する場合に限りますJ 
2 ．障害福祉年金（ 1級）受給者 
3 ．特別児童扶養手当（1級）受給対象障害児 
4 ．療育手帳所持者（重度の記号表示があるものに限りますJ 
5 ．上記以外の方で上記に準ずると思われる 

次の方（手帳を持たない重度の障害者） 

①視力障害（児）者 

逗）聴覚障害（児）者 

③肢体不自由（児）者 

④内部障害（児）者 

⑤その他の障害（シモンズ病・シーハン症候群・アジソン病・糖尿病 	ただし、 

重度のもの、慢性豚炎重症筋力無力症） 

6 ．精神障害 

7. 重複障害（身体の機能の障害若しくは病状又は、精神の障害が重複する場合で 

あってその状態が前各号と同程度以上と認められる程度のもの。 

※手当額 

重度障害者 1 人につき月額10,000円 

※次の場合は支給できません。 

I ．重度障害者が施設に入所した場合 

2 一各種障害年金（生命保険は除く）を受給している場合 

3 ．次の所得制限額以上に該当する方 

所 	得 	制 限 	額 	 57.8.1 

障 	害 	者 	本 	人 配偶者及び扶養義務者 

扶養親族等の数 金 	額 扶養親族等の数 金 	額 

0 人 1,780,000円 0 人 5,733,000円 

1 人 2,070,000円 1 人 5,982,000円 

2 人 以 上 

2,070,000円に扶養

親族等 I 人にっき 

290,000円を加算し
た額 

2 人 以上 

5,982,000円に 1人
にっき 

213,000円を加算し
た額 

※申請の際は保険証・印かんを持参の上市福祉事務所までおいで下さい。 

なお、詳しくは福祉係（国2111番、内線210番）までお問い合わせ下さい。 

し尿浄化槽を設置しておられる皆さんへ 

20号検査（法定検査） 

法定検査とはノ 

設置者の皆さんが、保守点検の専門業者に頼んでい

る通常の清掃、定期点検とは別に皆さんのし尿浄化槽

が正常に働いているかを、チェックするため厚生大臣

の指定する専門ドクターによる定期検診です。 

管理不良の浄化槽からでる悪臭・汚物の流出・騒音

などが、みなさんの生活環境をこわしています。この

ため、厚生省は500人槽以下の浄化槽を設置されている

すべての方に、厚生大臣の指定する検査機関が行う年 

1回の検査を受けることを法律によって義務づけまし

た。 

検査の内容 

1 ．外観検査 

設置状況、破損・不良箇所、悪臭の発生、か・は 

はおすみですか？ 

えの発生、消毒の有無など。 

2‘機能検査 

水素ィォン濃度（PH)、汚泥沈澱率（SV)、溶存 

酸素量（DO)、亜硝酸性窒素反応、透視度、塩素 

イオン濃度、残留塩素など。 

3 ．書類検査 

保守点検簿、清掃の記録簿など。 

詳しくは、下記にお問い合わせください。 

（問合わせ先） 

青森市長島一丁目1-1 

電話（県庁代表）0177 ⑩ 1111（内線3138) 

青森県環境保健部環境衛生課（直通） 

電話 0177 ⑩ 4238 
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対
象
は
3
5歳
以
上
の
方
 

昭和57年（1982年） 8月15日 

頒価300円、お申込みは 9月 6日まで 

市
で
は
、
 ー
ト
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
、

次
の
日
程
で
、
婦

人
病
（
子
宮
が
ん
）
検
診
を
行

い
ま
す

o
 

対
象
に
な
る
方
は
、

検
診
を

受
け
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
九

月
二
十
九

日
 

（
水
）
、？二
十
日

（
木
）
、十
月
一

日
（
金
）
、二
日

（
土
）
の
四
日

間
で
す
。
 
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
内
上

平
井
町
中

央
集
会
場
（
旧
郵

便
局
）
 

ロ
検
診
受
付
時
間
 
平
日
午

後
零
時
三
十
分
か
ら
一
時
三
＋
 

分
ま
で
 

土
曜
日
は
午
前
八
時
三
十

分

か
ら
九
時
ま
で
 

ロ
検
診
料
金
 
国
保
加
入
者

は
無
料
で
す
。
社
会
保
険
加
入

者
は
千

二
百
五
十
円
で
す
0（
当
 
 

日
ご
持
参
し
て
下
さ
い
）
 

ロ
受
付
期
間
 
八
月
二
十
五

日
か
ら
九
月
十

一
日
ま
で

（
日

曜
日
は
除
く
）
 

※
電
話
で
も
受
け
付
け
し
ま

す
。
 

ロ
お
申
込
み
先
 
市

保
険
衛
 

生
課
、
市
農
協
、
第

一
中
川
農

協
、
松
島
第

一
農
協
、
栄
農
協
、
 

七
和
農
協
ま
た
は
農
協
支
所

へ

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
世
帯
主

名
を
添
え
て
お
申
し
込
み
下
さ

い
。
 

ロ
お
問
合
せ
先
 
市
保
険
衛

生
課

（
。
⑩
二

一
一
一
番
内
線

二
七
〇
番
）
 

お
わ
び

と
訂
正
 

八
月
一
日
発
行
市
広
報
三
面
 

「土
地
取
引
の
ま
え
に
 

」
 

の
記
事
中
、
「③
都
市
計
画
区
域

は
一
万
平
方

H
 

」
と
あ
る

の
は
、
「都
市
計
画
区
域
以
外
の

の
区
域
は
一
万
平
方

H旧
…
ー
」
 

の
誤
ま
り
で
し
た
の
で
、
お
わ

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
 
 

虫
と
い
う
字
は
、
昔
は
 

し
し
 

“姦
）
と
書
い
た
ん
で
す
っ

て
ね
。
虫
が
い
っ
ぱ
い
い
た

か
ら
虫
の
字
を
三
つ
も
書
い

た
の
か
し
ら
」
 

と
、
あ
る
小
学
生
が
言
っ

た
そ
う
で
す
。
も
う
忘
れ
か

け
て
い
る
古

い
字
で
す
が
、
 

な
る
ほ
と
虫
が
に
ぎ
や
か
に

鳴
い
て
い
る

よ
う
で
も
あ
り
、
 

ウ
ジ
ャ
ウ
ジ
ャ
と
轟
（
う
ご
 

め
）
い
て
い
る
よ

よ
う
な
感
じ
で
も

も
あ
り
ま
す
。
 

チ
ン
チ
ン
と
鉦

（
かね
）
 

を
た
た
く
よ
う
に
鳴
く
カ
ネ

タ
タ
キ
。
 ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
と

馬
が
く
つ
わ
を
鳴
ら
す
よ
う

な
音
を
た
て
る
ク
ツ
ワ
ム
シ
。
 

ウ
マ
オ
イ
は
、
ス
イ
ッ
チ
ョ

と
い
う
音
が
、
馬
を
し
か
る

時
に
舌
う
ち
す
る
音
と
似
て

い
る
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
と

か
。
コ
オ
ロ
ギ
は
“
肩
さ
せ

裾
（
す
そ
）
さ
せ
《
と
鳴
い

て
秋
の
深
ま
り
を
知
ら
せ
て

い
る
の
だ
と
も
言
い
ま
す
。
 

ス
ズ
ム
・
ンと
マ
ツ
ム
シ
の

名
は
、
平
安
時
代
に
は
、
今
と
 

一
 

た
と
か
。
 

 
確
か
に
、
 

チ
ン
チ
ロ
リ
ン
と
い
う
マ
ツ

ム
シ
の
音
は
鈴
み
た
い
で
す

し
、
リ
ー
ン
リ
ン
と
い
う
ス

ズ
ム
シ
の
音
は
松
風
を
思
わ

せ
ま
す
か
ら
、反
対
の
方
が
良

か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

風
流
な
日
本
人
は
、
昔
か

ら
虫
を
愛
し
て
い
ま
し
た
。
 

中
世
京
都
の
嵯
峨
野
辺
り
で

は
“
虫
聞
き
）
が
年
中
行
事

に
な
っ
て
い
た
と
か
。
 江
戸

時
代
に
は
、
虫
売
り
が
、
格

子
の
屋
台
に
虫
か
ご
を
下
げ

て
町
を
売
り
歩
い
て
い
ま
し

た
。
今
、
デ
パ

ー
ト
の
金
魚
 

売
り
場
辺
り
で
、
 

ス
ズ
ム
シ
、
 マ
 

ツ
ム
・
ン
、ク
ツ
 

ワ
ム
シ
な
ど
を
売
っ
て
い
ま
 

す
が
、
虫
売
り
は
昔
か
ら
あ
 

っ
た
の
で
す
。
 

寛
政
年
間

（
一
七
八
九

ー
 

一
八
〇
一
）
に
は
虫
屋
が
人
 

工
飼
育
し
て
い
た
と
も
言
わ
 

れ
ま
す
。
 

虫
の
音
 
一
 

虫
の
音
 

を
愛

（め
）
一
 

を
愛

（め
）
 

で
る
日
本
 

で
る
日
本
 

人
の
優
雅
 

人
の
優
雅
 

な
心
を

い
 
一
 

な
心
を

い
 

つ
ま
で
も
 

つ
ま
で
も
 

失
い
た
く
 

失
い
た
く
 

で
す
ね
o
 

一
 

あなたのポケットl二一冊 
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下
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